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(7) 

越中の茶道を隆盛ならしめた 茶人殿村洗心

tr~51ミの~人殿村i5ti[,, （本名作次郎）は寛政の頃（1795年頃）
沼保村肝問、殿村甚エ門の子として生まれた。 （現荒川金森ま

さの宅〉壮年になって京都に出、 l字国醜軒の門に入り届軒流の

茶道を学び、好I鈍してからも屡々京阪に往来して茶道と共に生

花、造闘の術も身につけ、その奥義を極めたと伝えられている。

郷里に在つては茶事の指導を行ない当時泊町の肝熊、小沢与

右エ門らをはじめとして、医側や｛円侶俳人など風流を好む人た

ちがとぞって洗心の門に入り茶会が隆盛を極めたようである。

また、郷土の名園として知られる笹川正覚寺の庭園や南保常

泉寺の低闘なども、洗心設計のほi閣と伝えられている。

抗心は早くして妻に死別し、後添えを越後直江摩から迎えた

と言われ、裂の三回忌を終えた犬保4～5年頃（1833～4）既に

郷里を去りそれから約20数年間糸魚川、直江津、高田方面に遊

んだ。乙の間洗心はとれらの地方に茶人造冨師としての大きな

業組を残している。

むしろ明日町よりもζの地万では帝政時代の有名な茶人の一

人として今も洗心の名が伝えられ、 現に、新潟県新井・市の専念

寺に、枕it，手入れの庇や迫遇軒と号する茶室があり、中頚城郡

百jl!-f町に抗心路と呼ぶ茶室や池、それに抗心翁追善茶事記録な

ども残っており、また直江津市「いがや」に、1先心使聞の茶道

具、控用の盆などが大切に保存され、また南保常泉寺にも抗心

使用の茶器や絵倣などが保存されている。

洗心は安政4年10月7目、60余才の生仰を閉じたが、恐らく直

江津か高田辺で他界したものと忠われる。

なお、殿村家の苔銀、子はi菊保＇fr'；泉寺で、同マj:のE基地には出；心

の墓があるとζろから、遺骨はζとに埋葬されたものであろう

前掲の「洗心翁三回忌繰上げi邑苔茶事帳Jによれば、安政6年
10月経後（場所ははっきりしないが）においてjjiJ回滞の名医柴

邑玄、杉木兵三郎（新川~~I十村代官）の二人が催主となって乙
の茶会を開いているが、との柴品玄家と泊の小沢与布エ門家（

当主小沢浩氏）と縁組がなされており、小沢家に保仔されてい

る多くの茶会記録を見ると、抗心翁の指導を受けたことも記さ

れてあり、当時の茶会の峰崎さがうかがわれる。江戸時代の越

中の茶事は京都から泊に入り泊において隆盛を極め、柴呂玄に

よって富JIlに都り日Jllから全越中に広まっfてと2・われ、 ζれは

正に洗心の大きな業紅iであろう。

抗心lこは子がなく 7!:・5おの二男を5妻子として作次郎を襲名さ

せ、とれが医者となって、明治22年横浜に移住しているがその子

達雄が、明治21年、町田において利休300回！日土地器茶事が行な

われた際に客人として出附していることが記録に放っており、

との達雄が塑年じくなり、その後のことは全く不明である、

く写真は常政均二の池と抗心の遺品及び肖像11rif>
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災
害
復
旧
事
業
に
全
力
を
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き
れ
い
な
町
づ
く
り
と

環
境
整
備
を
重
点
に

ひ

町
の
台
所
報
告

さ

昭
和
四
十
七
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、

九
月
定
例
町
議
会
に
報
告
さ
れ
た

一
般
会

計
特
別
会
計
あ
わ
せ
て
十
五
億
四
千
九
十

六
万
円
も
の
大
き
な
町
の
台
所
が
ど
の
よ

う
に
ま
か
な
わ
れ
た
か
：
：
：
。
そ
の
あ
ら

ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あ

歳

（野話量産易会喜）第218号

入
一

マ
町
税
で
二
億
四
千
五
百
二
万
円

昭
和
四
十
七
年
度

一
般
会
計
の
当
初
予
算

額
は
九
億
三
千
七
百
九
十
三
万
円
で
、
そ

の
後
三
億
六
千
九
百
七
十
五
万
円
が
追
加

補
正
さ
れ
、
総
制
十
三
億
七
百
六
十
八
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
鑑
誠
事
業
費

と
心
て
、
四
十
六
年
度
か
ら
繰
り
越
し
ま

し
た
三
平
百
八
十
二
万
円
を
加
え
て
、
予

算
規
模
は
十
三
億
三
千
九
百
五
十
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

ま
ず
歳
入
の
決
算
総
額
は
十
三
億
二
千

八
百
二
十
二
万
円
で
、
予
算
よ
り

一
平
百

二
十
八
万
円
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

乙
の
中
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
い
た
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば

こ
尚
費
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
は
、
二
億

四
千
五
百
二
万
川
と
前
年
皮
よ
り
三
千
百

八
十
三
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
議

入
の
一
八
・
四
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
税
の
収
納
率
は
、
町
民
税
九

九
・
七
%
、
国
定
資
産
税
九
九
・
八
%、

そ
の
他
軽
自
動
単
税
九
九
・
四
%
の
高
率

を
示
し
て
お
り
ま
す
。

マ
地
方
交
付
税
が
増
加

町
の
財
痕
不
足
を
国
が
補
っ
て
地
域
格

悲
を
な
く
す
る
た
め
の
地
方
交
付
税
は
、

昨
年
よ
り
四
千
八
百
九
十
七
万
円
増
え
て

三
億
七
千
六
百
五
十
凶
万
円
と
歳
入
の
二

八
・
三
%
に
あ
た
り
ま
す
。

各
積
事
業
な
ど
の
補
助
命
や
負
担
金
と

し
て
、

国
や
県
か
ら
文
出
さ
れ
る
国
県
支

出
金
は
、

二
億
六
千
八
百
四
十
万
円
で
昨

年
度
よ
り
四
千
七
百
二
十
二
万
円
増
え
て

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
主
な
も
の
は
、

－
都
市
計
画
事
業
に
三
千
八
回
六
十
万

円
・
災
害
復
旧
事
業
に
七
千
四
百
六
万
円

．
林
道
事
業
に
一
千
四
百
四
十
五
万
円

．
山
林
振
興
事
業
に
九
百
二
十
七
万
円

．
河
川
災
害
関
連
事
業
に
一

千
八
百
九

十
七
万
円

な
ど
で
す
。

保
育
所
に
お
子
さ
ん
を
あ
ず
け
る
た
め

み
な
さ
ん
か
ら
支
払
わ
れ
た
負
担
金
三
千

百
五
万
円
と
林
道
事
業
や
造
林
事
業
な
ど

に
あ
て
た
分
抱
金
三
千
四
百
三
十
万
円
で

分
担
金
負
担
金
は
六
千
五
百
三
十
五
万
円

町
が
事
業
を
行
な
う
た
め
に
借
り
入
れ

る
町
債
は、

昨
年
度
よ
り
も
一
他
四
千
四

百
凶
十
万
円
多
い
二
憾
二
千
三
百
九
十
万

円
で
ζ

の
内
訳
は
、
統
合
中
学
校
則
地
買

収
事
業
仁

一
悩
二
不
二
百
三
十
万
円
、
補

祉
七
ン
タ
l
の
建
設
に
二
千
二
百
二
十
万

円
、
都
市
計
聞
事
業
に
一
千
七
百
四
十
万

円
、
道
路
改
良
事
業
に
二
千
五
百
五
十
万

円
、
河
川
災
害
関
連
事
業
に
一
平
八
百
九

十
万
円
、
災
害
復
旧
事
業
に

一
千
五
百
九

十
万
円
な
ど
で
す
。

道
路
盤
備
の
た
め
の
出
掠
と
し
て
、
自

動
車
取
得
税
交
付
金
一
千
百
六
十
四
万
円

自
動
車
重
患
譲
与
税
五
百
五
十
七
万
円
、

交
通
安
全
施
設
設
胞
の
た
め
の
財
源
と
し

て
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
七
十
六
万

円。
ζ

の
ほ
か、

樹
立
金
か
ら
の
繰
入
金
二

千
二
回
七
十
万
円
、
四
十
六
年
度
か
ら
の

縦
越
金
凶
千
三
百
五
十
九
万
円
、
財
産
運

間
収
入
二
千
六
百
三
十
七
万
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
自
主
財
源
は
三
＝
一
係

以
ょ
が
蔵
入
の
あ
ら
ま
し
で
す
が
、
国

や
県
の
支
出
金
、
あ
る
い
は
町
債
な
と
自

主
財
源
は
三
三
%
と
依
然
と
し
て
他
へ
の

依
存
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま
す
。

（
歳
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出

マ
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
推
進

こ
う
し
て
入
っ
た

多
く
の
お
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
か

、
次
に
歳
出
に
つ
い

て
述
べ
て
み
ま
す
。

歳
出
決
算
総
額
は
歳

十
三
億
二
百
九
十
七

万
円
で
、
昨
年
度
に
表

比
較
し
三
億
九
千
万

B

円
も
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
歳
出
斜
目
別

に
み
る
と
別
表
一
の
と
お
り
で
す
。

一
番
多
い
の
が
、
教
育
費
の
ご
偲
三
千

八
百
九
十
二
万
円
で
歳
出
総
額
の

↑
八
・

三
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
乙
の
中
に
は、

五
万
八
千
七
百
一
切
の
統
合
中
学
校
建
設
用

地
買
収
事
業
に
一
億
二
千
二
百
五
十
一
万

円
、
学
校
整
備
事
業
に
六
百
七
十
九
万
円

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

次
に
多
い
の
が
、
民
生
費
の
二
億
二
千

二
百
五
十
九
万
円
で
、
と
れ
に
は
福
祉
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
に
五
千
八
百
八
十
九
万

円
、
保
育
所
犠
改
築
事
業
に
三
百
九
十
二

万
円
な
ど
で
す
。

次
は
土
木
費
の
二
億
七
百
二
十
万
円
で

附
和
四
十
二
年
度
か
ら
五
カ
年
聞
に
わ
た

っ
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
、

都
市
計
闘
街

路
泊
環
状
線
八
五

一
机
も
、
五
カ
年
聞
に

わ
た
り
総
工
事
費

一
億
三
千
四
百
七
十
万

円
を
投
じ
一
応
の
完
成
を
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
河
川
災
害
関
越
事
業
に
四
千

五
十
万
円
、
道
路
改
良
事
業
八
千
百
十
二

万
円
、
交
通
安
全
施
設
燃
術
事
業
に
二
白

七
一
六
万
円
な
ど
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
林
道
事
業
に
二
千
四
百
八

十
七
万
円
、
造
林
事
業

一
千
八
百
十
二
万

出

円
、
股
業
構
造
改
脅
事
業
二
百
七
十

一
万

円
、
山
村
振
興
事
業
に

一
千
十
八
万
円
、

米
生
陸
調
盤
対
策
事
業
に
五
百
三
十
六
万

円
な
ど
多
く
の
事
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
問
和
四
十
四
年
八
月
災
害
に
引

き
統
き
、
昨
年
九
月
、
集
中
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
甚
十
八
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

乙

の
早
期
復
旧
と
再
災
害
防
止
の
た
め
に

一

億
百
一二
十
七
万
円
を
か
け
、
そ
の
復
旧
に

全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

一〉
投
資
的
経
費
は
四
六
・
八
%

蹴
出
総
舗
を
投
資
的
と
消
費
的
経
費
に

分
け
て
み
る
と
、
実
に
凶
六

・
八
%
が
各

種
事
業
に
投
資
さ
れ
た
経
費
と
な
り
ま
す

ま
た
、

ζ

れ
を
「
生
活
環
境
の
整
備
」

「
教
育
条
件
の
董
備
」
「
産
業
基
盤
の
藍

備
」

の
三
大
政
策
の
聞
か
ら
み
る
と
、
道

路
網
の
格
側
、
高
令
者
医
療
費
の
負
担
、

補
祉

・
体
育
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
教
材
教

旧
対
の
充
実
、
間
泊
施
設
の
幣
備
な
ど
、
数

多
く
の
撃
柄
の
実
現
を
め
ざ
し
て
積
極
的

に
推
進
し
ま
し
た
。

と
く
に
、
住
み
よ
い
、
き
れ
い
な
町
．つ

く
り
と
坐
活
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

四
十
七
年
度
か
ら
新
た
に
「
す
ぐ
や
る
」
行

政
を
実
践
し
、
身
近
か
な
要
望
を
故
述
に
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処
館
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
住
民
と
行
政

と
を
直
結
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

ζ

の
よ
う
に
、
公
共
事
業
の
積
極
的
な

実
施
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
福
枇
、
保
健
衛

生
、
社
会
教
育
に
も
多
く
の
成
果
が
み
ら

れ
ま
す
。

以
上
、
歳
出
決
算
総
額
は
十
三
憾
二
百

九
十
七
万
円
と
な
り
、
予
算
総
額
の
九
七

・
コ
一
%
を
支
出
し
た
と
と
に
な
り
ま
す
。

性
質
別
内
訳

ひさあ

歳
λ
内
訳

（射溢錫詞）第218号《3)
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こ
う
し
て
凶
十
七
年
度
の
一
般

会
計
の
決
算
は
、
差
し
引
き
二
千

五
百
二
十
丘
万
円
を
翌
年
度
へ
繰

り
越
し
ぎ
し
た
。

企
業
会
計

円
円

円
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a
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地
自
主

病
院
会
計
は
、
医
師
の
確
保
や

設
備
投
資
の
充
実
、
高
令
者
医
療

費
の
公
費
負
担
な
ど
に
よ
っ
て
、

経
営
内
容
が
や
や
好
転
し
、
四
－

七
年
度
の
収
支
は
二
千
九
百
四
十

一
万
円
の
利
益
金
を
見
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
過
去
の
累
積

欠
損
金
の
根
本
的
な
解
消
策
に
な

ら
ず
、
将
来
と
も
均
衡
の
と
れ
る

よ
う
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
経
営

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
治
体
病
院
経
営
上
の
諸
問
題

は
、
全
国
の
共
通
的
課
題
で
あ
り
、

一
地
方
公
共
団
俸
で
は
と
う
て
い

処
理
で
き
な
い
多
く
の
こ
と
が
ら

が
あ
り
ま
す
が
、
能
率
的
な
経
営

に
つ
い
て
、
鋭
意
努
刀
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
四
十
七
年
度

朝
日
町
会
計
決
算

教
育
委
員
の
選
任
な
ど

議

案

マ
あ
ら
哀
し

a

昭
和
四
十
八
年
第
四
回
朝
日
町
議
会
定

例
会
は
九
月
二
十
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

の
九
日
間
を
も
っ
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日

町

一
般
会
計
決
算
を
は
じ
め
議
案
二
十
件

〈
う
ち
人
事
一
件
、
議
員
提
出
議
策
一
件

）
を
そ
れ
ぞ
れ
認
定
、
可
決
、
同
意
し
ま

し
た
。

請
願
陳
情
七
件
（
う
ち
継
続
審
査
分
五

件
）
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
阿
部
択
三
件

継
続
簿
登

一
件
、
鴇
議
未
了
三
件
の
決
定

が
さ
れ
ま
し
た
。

審
醜
回
程

9
月
却
日
本
会
議
（
会
議
録
署
名
議
員

の
指
名
、
会
期
の
決
定
）

町
長
提
案
理
’由
の
説
明
及
び

議
集
説
明
、
監
査
委
員
の
監

査
意
見
報
告
。

9
月
引
同
本
会
議
（
質
疑
及
び
一
般
質

悶）

9
月
辺
川
本
会
議
（

一
般
質
問
、
議
案

及
び
講
願
陳
情
を
各
常
任
委

員
会
ヘ
付
，訪）

9
月
刊
ω
－

m日
休

会

9
月
お
日
文
教
厚
生
・
安
員
会
（
付
託
案

件
の
審
議
〉

十

件

を

可

決

八
朝
日
町
議
会
定
例
会
V

産
業
建
設
委
員
会
（
付
託
案

件
の
審
議
）

総
務
委
員
会
（
付
託
案
件
の

審
議
）

本
会
議
（
参
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決
）

可
決
さ
れ
た
も
の

V
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
結

入
歳
出
決
算

V
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
議
出
決
算

V
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
大
家
庄
、
笹
川
、
宮
崎

境
、
山
崎
各
診
療
所
特
別
会
計
蹴
入
蹴

出
決
算

V
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日
町
簡
易
水
道
特

別
会
計
議
入
歳
出
決
算
。

V
昭
和
四
十
七
年
度
用
保
外
二
地
区
、
泊

外
一
地
区
各
特
別
会
計
鼠
入
歳
出
決
算

V
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日
町
立
泊
病
院
事

業
決
算

V
昭
如
四
十
八
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
〉

V
問
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
境
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）

V
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
簡
易
水
道
特

9
月
お
日

9
月
幻
自

9
月
お
日

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号）

V
朝
日
町
火
災
予
防
条
例
全
部
改
正
の
件

V
朝
日
町
都
市
計
画
審
議
会
条
例
制
定
の

V
高
山
県
旧
市
町
村
職
員
恩
給
組
合
資
産

管
理
組
合
の
解
散
に
つ
い
て
。

V
大
字
、
字
の
区
域
の
変
剛
氏
お
よ
び
廃
止

の
川
刊

V
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
委
員
を
任
命
す

る
た
め
同
意
を
求
め
る
件
、

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

井
口
憲
亮
氏
〈
犬
家
庄
〉
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

V
議
員
提
出
謹
案

高
山
県
地
万
法
務
局
朝
日
出
張
所
（
登

記
所
）
統
廃
合
反
対
に
関
す
る
意
見

書。法
務
省
が
登
記
所
を
統
廃
合
し
朝
日
出

張
所
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
計
画
に
強

く
反
対
し
、
関
係
機
関
に
対
し
意
見
書

を
拠
出
す
る
も
の
。

井

口

憲

亮

氏

九
月
三
十
日
を
も
っ
て
教
育
委
員
任
期

満
了
と
な
っ
た
鈴
木
常
岸
氏
の
後
任
と
し

て、

井
口
憲
亮
氏
（
大
家
庄
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

井
口
憲
亮
氏
略
歴

旧
制
魚
津
中
学
校
卒
業

大
谷
専
修
学
院
卒
業

僧

職

な
お
委
員
長
職
務
代
理
に
水
島

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

東
氏

n
h
u
F
h
u
e
E
E
 



(4) 

誠4協議動場機
り文こ史ふ
を 化 と 跡る
行財しをさ
な 史 も たと
い跡 ずの
まめ ね
すぐ て

昭和48年 10月 10日
月刊（毎月10日苑行）

。
参
加
者
募
集
。

ひ

朝
日
町
は
富
山
県
で
も
史
跡
や
記
念
物

が
多
く
、
文
化
財
の
宝
庫
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
国
の
文
佑
財
モ
デ
ル
地
区

の
指
定
を
受
け
、
い
ろ
い
ろ
な
愛
護
思
想

普
及
の
た
め
の
行
事
を
や
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
も
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま

す
、J
O

さあ

町
民
一
般
対
象

日

時

十
月
二
十
一
日
（
日
）
午
前
九
時

視
察
箇
所
徹
先
守
、
舟
川
一
本
杉
、
下

山
新
遺
跡
、
横
水

一
盟
塚
、

不
動
堂
遺
跡
、
天
香
寺

（峰

食
）、

清
水
寺
、
芭
熊
句

碑
、
笹
川
右
犠
群
、

長
谷
川

地
蔵
、
韓
国
寺
、
開
崎
城
跡

募
集
人
員

三
十
五
名

（
叩
込
み
順
）

参

加

費

二
百
円
（
陪
食
汁
代
）

そ

の

他

・

お
に
ぎ
り
併
行

・
雨
天
の
場
合
は
娃
期

．
当
日
は
午
前
九
時
二
十
分

ま
で
泊
病
院
前
に
集
合

指
導
蹄
師
朝
日
町
文
化
財
調
資
委
員
長

野
島
二
郎
先
生
ほ
か

本
年
は
と
の
ほ
か
、
教
職
員
対
象
や
特

定
間
体
だ
け
の
も
の
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

（新鋭錫義母）第218号

御機敏鰍
・・・県立自然公園・．．

北又谷

虹
葉
狩
ハ
イ
キ
ン
グ

H
参
加
者
募
集
リ

十
月
二
十

一
日
（
日
）

雨
天
中
止
・・
・
小
雨
ま
た
は
、

は
っ
き
り
判
断
で
き
な
い
と
き

は
役
場
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

小
川
温
泉
元
湯
前
九
時
三
O
分

（
ち
て
つ
泊
発
八
時
五

O
分
の

パ
ス
あ
り
）

一
人
六
O
O円
（
但
し
中

・
高

校
牛
三
O
O円
、
小
学
生
二

O

O
円〉

食

各
自
持
参

程
・
越
道
峠
ま
で
・
自
動
車
往
復
、
北

又
谷
に
て
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー

・
い
わ
な
つ
り
、
き
の
と
狩
り
等

（
自
由
）

・
花
又
谷
出
発
午
後
二
時
三

O
分

越
道
峠
趨
三
時一ニ

O
分
、
小
川

温
泉
元
溺
藷
四
時

参
加
申
込

十
月
十
七
日
ま
で
役
場
観
光

係
へ

期

日

集

A 
Cl 

4』
認:it

費

行 Eー は
、つ最 語主

大 ぎ近 立で ｜｜
溝 の 入 q_;官

谷 と本Ld主主’p; ;toさ グく昌
一 りれ 霊ヨロ
..,... -r:作 s:::I ，.，人

産を缶 復去
露0g, I日＝
災 以申

書 上 II 
復 の
｜日 コ：
工 事

事

（

笹
川
）

工
事
費
三
一日
九
十
五
万
円

延
長
九
十
四
米

工
期
九
月
十
四
日

t
十

一
月
三
十
H

ニ
、
大
溝
谷
農
地
水
路
災
害
復
旧
工
事

工
事
費

百
九
十
七
万
円

延
長
百
三
十
四
米

ちフてで町はあなたの技
求めています

朝日町薬剤師、衛生検査技師、看護婦採用募集公告

昭和48年10月10日

朝日町長

n
h
v
F
D
n
L
 

面

積

九

百
平
方
米

工
期
九
月
十
四
日

i
十

一
月
三
十
日

＝
一
、
殿
入
農
地
水
路
災
害
復
旧
工
事（笹

川）

工
事
費
七
百
五
十
四
万
五
千
円

延
長
二
百
四
十
米

面
積
千
四
百
平
方
米

九
月
十
四
日
！
四
十
九
年
二
月

一
一
十
八
日

回
、
臼
ケ
谷
水
路
災
害
復
旧
工
事

（笹
川）

工
事
費
二
百
六
十
九
万
円

延
長

八

十
米

工

期

九
月
十
四
日
J
十

一
月
三
十
日

法中 川 薙ー
泊病院に勤務する薬剤師、衛生検査技師、看護婦

の採用について、次の要領により募集を行ないま

3 選考の日時、場所、方法

:a時 ｜場面 ｜方

I (ll選考
面接及び ｜昭和48年 l l 主として人物に

｜ l泊病院 l ついて個別面接
身体検査 111月上旬 1 I により選考を行

: ないます。（応募者 －位）身体検査
にその都 ： 職務遂行に必要
度通知し ｜

な健康度を有すます。〉 ｜ 
I るかどうか（主

として胸部痕患
の有無に重点を

｜ ｜ ｜ ｜ ｜おく。〕につい
｜ 免 許 資 格 ｜年 令｜ ｜ ｜ て検査します。

苓雨前面弓ちて初 l帥の ｜問和24制月｜身上調査 ｜応募資絡の有限、履控書記載事項等その
児叶1<!:'現にわしているもの 12日以降に生｜ ｜他について調査しますD

薬 剤師、または、 i削 149年 3月31iまれた者 ｜採用通知｜ 昭和48年11月中旬｜採用決定者には、書
日までに受験資格を取得見l ｜ ｜ ｜面で通知します。

一一一－－~明一 － l I 4 受付申込手続
｜目指生検杏技日ili法に基づく臨 ltiB和25年 4月｜ I I I 11欠の書類を1朔日個T役場総務諜Pこ畏出して

臨床検査 1床検査技印U必び街生検査技12日以降人守｜ ｜くだきレ1

妓師 自Illの免評｜：を現に有している ｜まれた者 I I (1）履歴醤（申込前6カ月以内に撮つた

諮問~~潔T話1tlb5弘~ ； ｜申込方法 ｜ 本人と確認できる写真（ヒ半身、脱蛸
｜ ｜ ｜ 正面問、縦6糠、横4.5糎Jをはってく

臨床倹遊間Iiiについては、 ｜ ｜ ｜ ださい。）
受験資格取得見込の者も合 ｜ I I (2) 免許書写し fまたは在学証明書3
む。〉 ｜ ト一一 ！ i I 11昭和48'.l:J三10月15日（月）から同年10月31
保臨姉、助総脱、看護締法｜昭和！日年 4月｜ 受付期間｜ 日（水）まで受け付けます。
に基づく助産婦｝、看護附及12日以降に生1 1 一一一一 一一一一
び准脅披踊のいずれかの免 ｜まれた者 I s. その他
討を現に有している者、ま ｜ ｜ 詳細については 朝日町役場総務課または泊屑

准看護婦 ｜ 誌協~~：絹説話 ； ｜ 院事務室に問い合わせください。

若干名

若干名

若干名

す。

1. 採用予定人員

薬剤師

臨味検査技師、衛生検査妓師

助産婦、看護姉、准看護婦

2. 応 募資格

工
期

ノ、．
守宅年格資言

衛生検査
指師

助 産婦

看 護婦



戦
没
者
の
父
母
や
妻
へ
の

昭和48年 10月 10日
月 刊 （毎月10日発行）

め
特
別
給
付
金

支
給
法
の
改
正

改

ひ

雌
没
者
の
饗
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支

給
法て

国
債
（
二
十
万
円
）
の
殿
終
償
還

を
終
え
た
戦
没
者
等
の
安
に
対
し
、

あ
ら
た
め
て
特
別
給
付
金
（
稿
面
六

十
万
円
、
十
年
償
還
、
無
利
子
国
債

〉
が
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し

た。

二
、
択
の
万
に
特
別
給
付
金
（
一
一
十
万

円
〉
が
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま

し
た。

同
満
州
開
拓
青
年
義
勇
隊
員
に
つ

い
て
の
公
務
鹿
間
の
範
囲
め
広
大

等
に
よ
り
遺
脹
年
金
等
の
受
給
権

を
有
す
る
に
至
っ
た
戦
没
者
等
の

妻。

川

昭

和
三
十
八
年
四
月

一
日
以
後

に
死
亡
し
た
者
の
妻
と
し
て
、
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給

権
を
有
す
る
に
至
っ
た
戦
他
者
等

の
妻
〈
戦
闘
病
者
の
婁
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
受
給
者
を
除
く
）

さあ（野議会易会息）第218号

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付

金
支
給
法

一
、
国
債
（
十
万
円
）
の
巌
終
償
還
を

終
え
た
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
し
、

あ
ら
た
め
て
特
別
給
付
金
（
額
面
三

十
万
円、

五
年
償
還
、
無
利
子
国
債

）
が
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し

(5) 

国

債

が

支

給

さ

れ

ま

す

て

た。

二
、
次
の
万
に
特
別
給
付
金
（
十
万
円
）

が
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た

的
満
州
開
拓
青
年
義
勇
隊
員
に
つ

い
て
の
公
務
傷
病
の
範
閣
の
拡
大

等
に
よ
り
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給

与
金
の
受
給
権
を
有
す
る
に
至
っ

た
戦
没
者
の
父
母
等
。

的

昭
和
四
十
二
年
四
月

一
日
以
後

に
死
亡
し
た
者
の
父
母
等
と
し
て

公
務
扶
別
料
、
遺
族
年
金
等
の
受

給
権
を
有
す
る
に
至
っ
た
戦
没
者

の
父
母
等
。

該
当
さ
れ
る
万
は
役
場
住
民
課
福
祉
係

で
手
続
し
て
く
だ
さ
い。

な
お
昭
和
五
＋

一
年
七
月
二
十
四
日
で
時
効
に
な
り
ま
す

か
ら
そ
の
前
に
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

一
｜
児
童
扶

養

手
当
」

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
し

支
給
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
、
死
亡
、
廃

疾
、
遺
棄
等
で
父
親
の
い
な
い
義
務
教
育

前
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
母
親
、

ま
た
は
養
育
者
で
公
的
年
金
（
一
部
を
除

く
）
を
受
け
て
い
な
い
方
に
支
給
さ
れ
、

特
別
児
童
扶
義
手
当
は
精
神
ま
た
は
身
体

に
重
度
の
障
害
を
も
っ
二
十
蔵
未
満
の
お

子
さ
ん
を
護
育
し
て
い
る
父
開
、
ほ
a

糾
な

ど
養
育
者
の
万
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
と
し
は
、
法
の
一
部
が
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ω手
当
額
の
引
き
上
げ

児
蛍
扶
護
手
当
は
、

一
人
口
は
脱
行

で
は
四
、

三
O
O
N
で
す
が
、
凶
十
八

年
十
月
分
か
ら
六
、

五

O
O円
に
二
人

目
以
降
は

一
人
分
に
つ
き
凶

O
O円
が

算
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
四
十
九
年

一

月
分
か
ら
八

O
O円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
一
人
に

つ
き
現
行
四
、
三
の

δ
円
で
す
が
、
四

十
八
年
十
月
分
か
ら
六
、
五

O
O円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

∞
所
得
制
限
の
緩
和

四
十
八
年
五
月
分
か
ら
次
の
よ
う
に

引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

扶
養
親
族

O
人
の
場
合

百
三
十
三
万
三
千
六
百
二
十
五
円

長
養
親
族
－
人
に
つ
き
十
四
万
円
加

算
さ
れ
ま
す
。

同
公
的
年
金
給
付
と
の
併
給

四
十
八
年
十
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当

は
障
害
福
祉
年
金
及
び
老
齢
福
祉
年
金

と
ま
た
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
お
子
さ

ん
が
障
害
年
金
受
給
の
場
合
を
の
ぞ
き

公
的
年
金
と
併
給
し
て
支
給
さ
れ
る
と

と
に
な
り
ま
し
た
。

受
給
資
格
に
該
当
さ
れ
る
方
は
印
鑑

持
参
の
う
え
、
役
場
住
民
諜
福
祉
係
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

母
と
子
を
守
ろ
う

母
子
保
健
推
進
員
制
度

－
十
名
の
委
員
を
委
暢
・

朝
日
町
で
は
と
の
ほ
ど
妊
産
婦
指
導
の

強
化
と
、
乳
幼
児
死
亡
を
な
く
す
る
た
め

各
地
区
ご
と
に
母
子
保
健
鍛
進
員
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

推
進
員
は
妊
産
婦
宅
を
巡
回
訪
問
し
て

健
康
状
態
を
チ
エ
ヅ
ク
し
て
役
場
の
担
当

保
健
婦
や
医
師
と
連
絡
し
、
不
幸
な
出
産

を
事
前
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
産
婦
に
は
保

育
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
す
る
。

新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
母
子
保
健
推
進
員

は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

境

地

区

水

島

み

な

宮

崎

地

区

野

田

い

の

笹
川
地
区

小
塚
み
ど
り

泊

一
区

荒

川

貞

子

泊

二

区

上

沢
と
し
ゑ

泊

三

区

高

桜
ま
つ
ゑ

南
保
地
区

坂

口

綾

子

（
旧
野
中
地
区
含
む
）

大
家
庄
地
区

大
久
保
雪
子

五
箇
庄
地
区
南
茂

正
子

山

崎

地

区

谷

口

ミ

ヨ

毎盆
曹三ょυ

「老後の生活は1
一年金 が 柱ー

今
や
、
子
孫
に
よ
る
扶
養
の
風
翻
は
す

た
れ
、
国
民
全
体
に
よ
る
公
的
扶
養
の
時

代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
だ
れ
で
も
、
老
令

に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
不
慮
の
事
故
に

よ
る
廃
疾
、
母
子
世
帯
に
な
っ
た
場
合
、

ま
ず
心
配
に
な
る
ζ

と
は
収
入
の
と
と
で

す。
こ
の
よ
う
な
、
ざ
け
ら
な
い
事
態
に
備

え
る
た
め
、
国
で
は
会
社
、
官
公
庁
等
に

勤
務
し
て
い
な
い
人
で

ニ
＋
才
以
上
六
十

才
未
満
の
人
に
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入

を
耗
務
．
つ
け
て
い
ま
す
。
と
の
よ
う
な
人

で
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
芯
い
人
は
、

す
ぐ
に
役
場
惣
口
で
加
入
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
て
い
た
人
で
も
会
社
、

官
公
庁
へ
つ

と
め
た
と
き
は
、
厚
生
年
金

・
共
済
組
合

等
の
社
会
保
険
制
度
へ
自
動
的
に
加
入
し

ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国

民
年
金
は
、
や
め
る
と
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
乙
の
場
合
も
役
場
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
年
金
を
も
ら
う
と
き
は
、
全
部
通

算
し
ま
す
の
で
、
掛
け
捨
て
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
三
カ
月
ど
と
に
保
険
料
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
納
付

し
た
か
ど
う
か
は
年
金
の
受
給
要
件
、
年

金
額
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
未

納
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、

国
は
年
金
が
物
価
の
上
昇
に
伴

っ
て
実
質
価
値
を
失
わ
な
い
た
め
に
、

一

定
期
間
ご
と
に
受
給
額
の
引
き
ょ
げ
を
約

束
し
て
い
ま
す
。

寸
国
民
年
金
保
険
料

「

今
月
は
納
期
で
す

－

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
＠

今
月
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
で

す
。
も
よ
り
の
農
協
支
所
や
役
場
等
へ
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。
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晴れの受彰
優良心身障害者として

栄ある知事表髭

去
る
九
月
十
日
、
．富
山
県
農
業
共
済
会

館
に
お
い
て
、
市
町
内
一
五
二
の
事
業
主
が

集
ま
り
、
労
働
省
職
業
安
定
局
得
議
宵
、

雇
用
促
進
協
会
副
会
長
此
び
中
田
富
山
県

知
事
ら
関
係
者
多
数
臨
席
の
も
と
に
、
宮

山
県
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
が
結
成

さ
れ
た
が
、
乙
の
式
典
の
席
上
に
お
い
て

朝
日
町
前
川
、
「
テ
ー
ラ
ー
オ
カ
ザ
年

」
勤
紛
の
仙
名
秀
行
さ
ん
（
一
二
五
才
朝
日

町
羽
人
）
が
、
雌
良
心
身
障
出
者
と
し
て

知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
乙
れ
は
、
知
事
表
彰
二
名
の
う
ち

の
d

名
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。
ー

八
写
真
は
同
君
と
表
彰
状
V

提子
O第三 ；
B § I 

会 団 ~~
誕 三2
生 三ノ

三ト

＝ 仙名秀行さん ＝

H
後
継
者
育
成
に
大
き
な
力
H

昭
和
一
一
十
三
年
に
旧
泊
町
じ
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
二
O
O有
余

名
の
同
窓
ス
カ
ウ
ト
が
誕
生
し
た
の
を
機

会
に
在
町
O
B
ス
カ
ウ
ト
有
志
が
相
集
い

去
る
八
月
七
日
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
朝
日
第

一
団
0
8
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

結
成
式
は
、
育
成
会
長
路
熊
安
正
氏
や

元
隊
長
柑
日
臨
造
氏
を
は
じ
め
、
現
役
二

十
数
年
の
ス
カ
ウ
ト
、
親
子
二
代
ス
カ
ウ

ト
諸
氏
多
数
を
迎
え
機
犬
に
行
な
わ
れ
、

今
後
四
ス
カ
ウ
ト
の
磁
の
協
力
と
年

一
度

の
O
B大
会
を
約
し
敵
会
し
ま
し
た
。

な
お
、

O

B
会
で
は
会
員
の
名
簿
も
れ

も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

該
当
者
は

事
務
局
（
朝
日
町
道
下
大
平
勝
美
電

話
①

O
二
四
七
）

へ
の
連
絡
を
望
ん
で

い
吉
三
9
0

をレ
し

A
Q
E

め

財

甥

高
ド
っ
て
翻

を

〈

し

盆

討

会

矛

日

掛

ま

さ

朝

情
」
イ
め

配

近
年
次
々
に
造
成
さ
れ
る
住

担

泡
問
地
の
緑
犯
な
ど
の
た
め
、

劉
日
」

花
木
の
栽
培
が
摘
に
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
乙
の
凪
潮
は

盆
栽
培
養
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

年
一
回
の
山
加
速
祭
に
行
な
わ
れ
る
盆
栽
市

〈
写
真
は
師
淀
川町
会
の
盆
栽
隈
V

や
旅
廻
り
の
健
夫
間
人
の
品
川
般
に
さ
え
も

異
惜
な
人
気
を
昨
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
異
常
な
人
気
の
組
密
は
、
近
年
同

好
者
が
噌
加
す
る
に
つ
れ
て
、
グ
山
川
l
プ

が
結
成
さ
れ
、
講
習
会
な
ど
ぞ
聞
い
て
技

術
や
要
領
な
ど
の
指
碍
が
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も

一
つ
の
阪
国
で
め
る
と

思
わ
れ
る
。

朝
日
町
で
は
昭
和
凶
ト

一
年
二
月
に
ζ

の
盆
栽
同
好
者
が
集
ま
っ
て
初
日
町
盆
栽

愛
好
会
が
結
成
さ
れ
た
。

聞
配
会
員
は
十
六
名
で
、
野
門
家
を
招

い
て
の
技
術
講
習
会
や
、
自
u
m
の
交
換
会

ま
た
作
数
回
、
生
き
た
芸
術
作
品
と
し
て

の
脱
出
覧
会
を
行
な
っ
た
り
、
ぷ
品
川
仰
の
民
間

隣
人
や
山
列
会
、
他
県
へ
の
見
学
設
な
ど

も
咲
施
し
、
砂
川
．
栽
附
設
を
泊
じ
て
会
員
相

互
の
叫
附
を
閲
り
附
川
慨
を
ぬ
め
、
さ
ら
に

社
会
的
に
も
緑
化
応
出
の
附
仰
の
昨
汝
と

い
う
十
八
ぎ
な
目
剛
山
を
も
っ
て
た
ゆ
み
な
い

活
動
を
川
附
け
て
い
る
。

L>-≪ ，町

長

* 
収

出

事幹
務。
所事

加太

朝
日
町
荒
川

牒

八

郎

田

茂

樹

太
田
茂
樹
万

こ
の
会
の
趣
旨
応
賛
同
す
る
者
は
誰
で

も
入
会
で
き
、
年
閉
会
費

一
、

RXU田

を
添
え
て
申
し
込
め
ば
よ
い
。

さ
わ
や
か
な
秋
を
無
事
故
で

秋
の
行
楽
期
の

通

安

全

事

故

防

止

こ

れ

さ

え

守

れ

ば

絶

対

安

全

父

♂b ． 

す
き
と
お
る
よ
う
に
澄
ん
で
天
高
く
、

野
も
山
も

一
面
紅
葉
す
る
さ
わ
や
か
な
秋

を
迎
え
て
ド
ラ
イ
プ
に
、
h
u

イ
キ
ン
グ
に

最
適
の
時
節
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
、
こ
の
季
節
に
な
り
ま
す
と
、
家

族
ぐ
る
み
の
行
楽
ド
ラ
イ
ブ
等
で
保
理
な

旅
行
計
画
、
あ
る
い
は
、
車
外
の
風
景
に

気
を
と
ら
れ
た
「
わ
き
見
運
転
」
な
ど
で

悲
惨
な
事
放
を
招
い
て
い
ま
す
。

昨
年
十
月
中
に
県
内
で
お
き
た
行
楽
レ

ジ
ャ
ー
に
よ
る
事
故
は
九
十
一
件
（
全
事

故
の
一
七
・

一
係
）
死
者
二
人
、

一
二
三

人
の
け
が
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
に

は
い
り
交
通
事
故
は
無
計
画
運
転
に
よ
る

過
労
、
い
ね
む
り
、
わ
き
見
運
転
に
よ
る
・

死
傷
事
故
が
多
発
し
、
あ
る
い
は
暴
虐
運

転
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
走
る
棺
刷
出
」
の

自
滅
的
、
悲
惨
な
事
故
が
多
く
な
っ

て
い

ま
す
の駄

の
行
楽
時
の
運
転
は
行
禁
に
よ
る
釘

の
ゆ
る
み
景
観
に
心
を
と
ら
れ
る
等
の

な
い
よ
う
次
の
運
転
者
の
注
意
義
務
を
よ

く
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

・
ド
ラ
イ
ブ
に
は
慨
似
を
光
分
と
っ
て

早
出
、
早
着
き
、
同
早
帰
り
の
三
原
則

を
守
っ
て
、
余
裕
の
あ
る
運
転
計
闘

を
士
て
る
。

－
運
転
前
に
必
ず
始
業
点
検
を
す
る

九

カ

条

<,f;> 

こ
と
。
と
く
に
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
、

グ
レ
l
キ
、
ハ
ン
ド
ル
関
係
、
フ

ァ

ン
ベ
W
ト
の
点
検
、
お
よ
び
予
備
ヒ

ュ
ー
ズ
、
電
球
を
常
附
し
て
お
く
こ

と。
・
ウ
デ
相
応
、
道
路
相
応
、
車
相
応
、

交
通
状
眼
相
応
の
四
相
応
を
忘
れ
ず

無
理
な
運
転
を
し
な
い
こ
と
。

－
交
読
点
は
大
小
を
と
わ
ず
、
自
分
の

見
え
な
い
と
こ
ろ
に
危
険
が
ひ
そ
ん

ん
で
い
る
の
で
、
必
ず
一
時
停
止
か

徐
行
運
転
を
励
行
し
、
安
全
の
確
認

を
怠
ら
な
い
ζ

との

・
ブ
レ
ー
キ
は
必
ず
後
方
車
両
の
状
況

を

u－て
、
予
告
ブ
レ
ー
キ
を
使
用
し

て
急
プ
レ
ー
キ
を
使
用
し
な
い
こ

ん」
。

・
家
版
ぐ
る
み
の
ド
ラ
イ
ブ
に
は
、

往

路
よ
り
陥
路
は
と
く
に
注
留
し
て
運

転
す
る
こ
と
。

・
問
疑
事
、
ま
た
は
助
手
席
に
同
来
し

て
い
る
人
は
、
絶
え
ず
運
転
す
る
人

の
刑
事
長
と
な
っ
て
安
全
運
転
の
補

助
者
と
忽
る
。

・
ζ

ど
も
や
老
人
に
は
、
あ
た
た
か
い

思
い
や
り
で
進
路
を
ゆ
ず
る
。

・
い
か
な
る
理
由
で
も
．
泊
を
飲
ん
だ
ら

運
転
し
な
い
と
と
。
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機
物
狩
猟
事
故
を
防
ご
う
終

ハ
ン
タ
ー
の
マ
ナ
ー
を

忘
れ
ず
に

ひ(7) 

本
年
も
十
一
月
一
日
を
か
わ
き
り
に
、

狩
猟
期
に
入
り
ま
す
。

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
。
狩
猟
事
故
防
止
h
q

が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
心
な
い

ハ
ン
タ
ー
は
初
歩
的
な
遵
守
事
項
さ
え
守

ら
す
、
多
く
の
人
身
事
故
を
起
こ
し
て
お

り
ま
す
。

昨
年
入
善
町
飯
野
地
区
で
狩
猟
解
禁
の

十

一
月
一
目
、
兄
弟
で
共
猟
し
た
際
、
兄

が
獲
物
に
気
を
と
ら
れ
、
安
全
を
確
認
し

な
い
で
発
砲
し
前
方
に
い
た
弟
に
散
弾
を

命
中
さ
せ
、
重
傷
を
負
わ
せ
る
と
い
う
悲

惨
な
事
故
が
発
生
し
た
ほ
か
、
県
内
で
は

日
没
後
に
お
け
る
銃
猟
事
犯
、
建
物
に
向

か
っ
て
の
銃
猟
事
犯
、
流
弾
に
よ
る
電
話

ケ
ー
ブ
ル
躍
の
切
断
事
犯
な
ど
八
件
の
事

故
、
事
件
が
発
生
し
、
ハ
ン
タ
ー
の
マ
ナ

ー
の
低
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
み
せ
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
故
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
が
、
ま
た
ほ
ん
の
初
歩
的
な
遵
守
事
項

を
守
ら
な
い
た
め
に
、
起
き
て
い
る
の
で

す。

・
共
猟
に
際
し
て
は
、
と
き
ど
き
合
図

を
し
て
自
分
の
位
置
を
知
ら
せ
、
相

手
（
同
行
ハ
ン
タ
ー
」
の
位
憶
を
確

認
す
る
と
と
。

－
水
平
射
ち
は
絶
対
し
な
い
ζ

と。

－
猟
が
終
わ
れ
ば
ま
っ
す
ぐ
帰
宅
し
、

銃
は
す
ぐ
保
管
庫
に
入
れ
る
な
ど
、

遺
失
や
、
盗
難
事
故
の
な
い
よ
う
銃

管
理
の
大
原
則
を
厳
守
す
る
と
と
。

黒東

交通安全協会

だより

運転免許証が

じょうぶで

美しくなります

一
、
実
施
＋
月
一
日
か
ら

二
、
じ
よ
う
ぶ
で
体
裁
の
よ
い
免
許
証

に
な
る

本
人
を
直
接
カ
一フ
l
写
真
で
撮
影

し
、
こ
れ
を
透
明
な
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
ケ
ー
ス
に
封
入
、
そ
の
表
裏
を

加
熱
熔
接
し
さ
ら
に
全
国
統
一
の

す
か
し
マ
ー
ク
を
つ
け
作
成
す
る

と
れ
に
よ
っ
て
本
人
の
識
別
性
も

高
く
な
り
、
偽
造
、
盗
難
防
止
に

に
も
な
る
。

一
－
一
、
免
許
証
写
真
の
撮
影

警
察
本
部
の
運
転
免
許
諜
で
直
接

写
真
撮
影
等
の
業
務
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
更
新
検
査

の
と
き
な
ど
は
魚
津
、
高
岡
、
砺

波
の
各
穫
祭
署
へ
出
事
し
カ
ラ
ー

写
真
を
と
る
予
定
。

た
だ
し
更
新
手
続
き
に
は
ニ
・
困
問
×

三
仰
の
白
黒
写
真
一
枝
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

震霊弓孟

= 10月1日から ニ

来
年
か
ら

単

純

休

耕

は

や
め
ま
し
ょ
う

昭
和
四
十
九
年
か
ら
は
今
ま
で
の
よ
う

な
単
純
休
耕
に
つ
い
て
は
、
休
耕
奨
励
金

が
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

そ
こ
で
、
来
年
は
本
年
ま
で
の
単
純
休

耕
地
を
、

一
枚
残
ら
ず
水
聞
に
復
元
し
て

稲
を
作
付
し
、
米
を
段
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
休
ん
で
い
た
田
ん
ぼ
は
、
車
が

繁
茂
し
た
り
、
水
が
入
り
に
く
か
っ
た
り

し
て
、
そ
の
復
元
費
用
も
馬
聞
に
な
り
ま

せ
ん
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
自

己
負
担
で
や
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
長
家
経
済
安
定
の
や
ん
め
に
も
、

ま
た
、
米
の
需
要
関
係
か
ら
見
て
も
、
た

だ
、
単
純
に
土
地
を
遊
ば
せ
て
お
く
ζ

と

は
、
も
っ
た
い
な
い
話
で
あ
り
ま
す
。

今
年
休
耕
し
て
い
た
農
家
の
皆
さ
ん
、
是

非
、
今
か
ら
休
耕
回
の
撃
を
刈
っ
た
り
、

用
水
路
の
い
た
ん
で
い
る
個
所
の
補
修
を

し
た
り
し
て
、
来
年
の
稲
作
り
の
準
備
を

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

新しい本がたくさん

入っています

利用しましょう

基手7斗でL

C..$！ご百世話え

い
よ
い
よ
本
絡
的
な
読
書
の
秋
に
な
り

ま
し
た
。
秋
は
昔
か
ら
「
燈
下
雷
仁
親
し

む
候
」
と
い
わ
れ
る
と
お
り
、
良
書
を
愛

す
る
季
節
で
す
。
図
書
館
に
は
毎
月
新
し

い
本
が
ど
し
ど
し
入
っ
て
お
り
ま
す
。
町

の
図
書
館
は
み
な
さ
ん
の
も
の
で
す
。
大

い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
新
し
く
入
っ
た
図
書
〉

か
え
り
み
て
明
日
を
思
う
松
下
市
常
之
助

音

楽

の

遊

園

地

芥

川

也

寸

志

第

一

の

性

三

島

由

紀

夫

マ
ン
ボ
ウ
ぽ
ん
え
ん
き
ょ
う

北

壮

犬

智

恵

子

と

光

太

郎

平

田

好

陣

中

凶

笑

話

集

村

山

吉

広

日

本

笑

話

集

武

田

明

日

本

と

中

国

の

あ

い

だ

竹

内

好

さ

ら

ば

美

し

い

村

よ

秋

谷

豊

ほ
ん
と
う
の
教
育
者
は
と
関
わ
れ
て

朝
日
新
聞
社

福

田

恒

存

中
国
の
す
べ
て

みる
一
戸
＼

一
町一

み
…
る
第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
日

一
片
＼
家
族
み
ん
な
で
話
し
あ
い

一
家

力
を
出
し
あ
い

一
－」

楽
し
み
あ
い
ま
し
ょ
う

一
る

…
守
自
転
恵
の
ニ
人
繁
り

を
無
灯
火
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

F
r
お
と
な
も
と
ど
も
も

’

P
交
通
山
川
1
山げ
を
守
り

一
転

み

ん
な
で
住
怠
し
あ
い

カ
一ブ
！
日

本

の

海

山

と

撰

谷

社

黄

泉

の

王

梅

原

猛

笹

舟

日

記

三

浦

哲

郎

現
代
の
文
学
〈
石
原
慎
太
郎
）
講
談
社

大

工

道

具

の

麗

史

村

松

貞

次

郎

鰯

舟

の

去

っ

た

あ

と

五

木

寛

之

愛

子

の

お

ん

な

大

学

佐

藤

愛

子

子
ど
も
に
な
に
を
苛
ま
せ
た
ら
よ
い
か

羽
仁
説
子
他

モ
ッ
キ
ン
ポ
ア
「
師
の
後
始
末井

上
ひ
さ
し

玉

木

寛

之

菊

柑

到

清

岡

卓

行

笹
沢
、
左
保

笹

川

左

保

周
辺
聖
子

立

原

正

秋

ま
し
ょ
う

夜
の
ド
ン
キ
ホ
ー
テ

黒
い
花
を
摘
ん
だ

花
の
隙
欝

天
を
突
く
石
像

笛
が
流
れ
た
舷
坂
峠

求
婚
旅
行

は
ま
し
ぎ

n
b
r
o
，o
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膏
色
申
告
の
す
す
め

H
税
金
が
安
く
な
り
志
す
H

自
分
で
所
得
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し

て
申
告
す
る
た
め
毎
日
の
取
引
を
帳
簿
に

つ
け
、
正
確
に
所
得
や
税
額
を
申
告
す
る

人
に
は
有
利
な
取
敏
い
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

乙
れ
が
青
色
申
告
制
度
で
す
。

〔青
色
申
告
の
特
典
〕

ひ

0
・
同
色
申
告
控
除

背
色
山
叩
此
門
告
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
、

通
常

一
O
万
円
が
特
別
に
控
除
さ
れ
ま
す

こ
れ
は
行
色
巾
告
を
し
て
い
る
人
な
ら
だ

れ
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
「
み
な
し
法

人
課
税
」
を
選
択
し
た
人
は
受
け
る
と
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

O
青
色
尊
従
者
給
与

青
色
申
告
者
と
生
計
を
い
っ
し
ょ
に
し

て
い
る
家
族
で
、
も
っ
ぱ
ら
事
業
に
従
事

し
て
い
る
人
（
青
色
事
業
専
従
者
と
い
う

）
に
支
払
っ
た
給
与
は
、
必
要
経
費
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
必
要
経
費
に
な
る
給
与

の
額
は
、
そ
の
労
務
の
対
価
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
額
で
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
に
届

け
出
た
金
額
の
範
関
内
と
さ
れ
て
い
ま
す

O
貸
倒
引
当
金

売
掛
金
や
貸
付
金
な
ど
の
貸
倒
れ
に
よ

る
損
失
に
備
え
て
、
年
末
の
売
掛
金
や
貸

付
金
の
合
計
額
の
石

・
五
%
〈
金
融
業
の

場
合
は
ご
7
三
%
一
）
ま
で
の
金
欄
を
貸
倒

引
当
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
幌
入
額
は
必
要
経
費
と
さ
れ
ま
す
。

O
価
格
変
動
準
備
金

商
品
や
製
品
の
値
下
が
り
に
よ
る
損
失

に
備
え
て
、
通
常
年
末
た
な
卸
高
の
コ
一
%

さあ

ま
で
の
金
額
を
、
側
格
変
動
準
備
金
と
し

て
積
立
て
た
場
合
に
は
、
そ
の
積
立
額
は

必
要
経
費
と
さ
れ
ま
す
。

〔青
色
申
告
の
手
続
〕

青
色
申
告
で
き
る
人
は
、
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
の
あ
る
人
で
す

新
し
く
申
告
を
し
よ
ι

っ
と
す
る
人
は
、

そ
の
年
の
三
月
十
五
日
（
そ
の
年
の
二
月

十
六
日
以
後
に
開
業
し
た
人
は
、
開
業
の

日
か
ら

一
カ
月
以
内
）
ま
で
に
「
背
色
申

告
承
認
申
請
由
。
一
を
、
税
務
署
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
山
中
清
治
の
用
紙
は
税
務
署

に
あ
り
ま
す
。

な
お
背
色
巾
告
を
す
る
と
背
色
申
刊
し

な
い
人
に
く
ら
べ
て
、
税
金
が
安
く
な
り

ま
す
。

．．
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A
V

今
月
の
税
金

。

：
～

，

今
刀
は
町
県
民
税
第
三
期
分
の

（

J

納
付
期
限
月
で
す
。

忘
れ
ず
に
月

伊

V

末
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

九

r、，
・．．
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役
場
で
の

ゴ
ミ
袋
の
販
売
は

や
め
ま
し
た

ー
こ
れ
か
ら
は
町
の
お
店
で

買
っ
て
く
だ
さ
い
｜

町
で
は
三
年
程
前
か
ら
、
悪
臭
の
迫
放

・
作
業
の
能
一
端
伯
の
た
め
袋
収
集
の
協
方

を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
部

鍛
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
役
場
窓
口
で
ザて
ζ

袋
を
取
り
扱
っ
て
き
ま
し
た
が
、
幸
い
町

民
各
位
の
協
力
の
も
と
に
接
収
集
が
徹
底

さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
役
場
窓
口

で
の
ビ
ニ

ー
ル
袋
の
取
鋭
い
を
八
月
い
っ

ぱ
い
で
取
り
止
め
ま
し
た
。
今
後
は
市
販

の
ビ
ニ

l
w
袋
等
を
ど
利
用
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
ゴ
ミ
袋
収
集
に
ど
協
力
く
記

ざ
い
ま
す
よ
う
あ
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

1
1危
険
物
取
扱
者
の

｜

一

一｜
試
験
が
行
な
わ
れ
ま
す
ー
し

＊

十
一
月
十
八
日

＊

佑
険
物
取
扱
者
試
験
の
山
内
加
に
つ
い
て

て

誠
険
の
制
刷

叩
、
乙
、
州
都
危
険
物
取
投
者

二
、
試
験
の
実
施
日

十

て
月
十
八
日
（
日）

三、

受
験
願
書
の
受
付
期
間

十
月

一
日

t
十
月
十
五
日

受
験
願
書
は
筒
防
署
に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
と
と
は
消
防
署
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

豊
か
な
く
ら
し
と

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る

u
郵
便
貯
金
奨
励
運
動
H

。
十
月

一
臼

1
＋
月
三
十
一

日
。

国
民
の
生
活
と
栴
泊
し
て
い
る
郵
便
貯

金
は
、
年
々
順
調
な
地
加
を
続
け
、
そ
の

貯
金
高
は
い
1

一一一
兆
円
に
述
し
て
い
ま
す
。

こ
の
貯
金
は
国
民
福
祉
の
向
上
に
関
係

の
深
い
住
宅
の
建
設
、
公
害
の
防
止
、
生

活
原
境
施
設
の
充
実
、
農
林
漁
業
お
よ
び

中
小
企
業
の
近
代
化
、
文
教
施
設
の
拡
充

道
路
、
鉄
道
の
建
設
、
流
通
市
場
の
近
代

佑
な
ど
社
会
資
本
の
充
実
に
大
変
役
立
っ

て
い
ま
す
。

ζ

の
よ
う
な
と
と
か
ら
郵
政
省
で
は
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
次
に
よ
り
本
運
動

を
行
な
い
郵
便
貯
金
に
対
す
る
み
な
さ
ん

の
と
開
解
と
ご
支
援
を
得
よ
う
と
す
る
・
も

の
で
あ
り
ま
す
。

名
称
盟
か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会

を
つ
く
る
郵
．位
貯
金
奨
励
迎
動

昭
和
四
十
八
年
十
月
十
日
！
三
十

一
日

Wl 
問

公
衆
電
話
の

じ
よ
う
ず
な

使
い
方

。

先
ず
電
話
器
を
あ
げ
て
十
円
卓
を
二

枚
以
上
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
赤
電
話
は

ムハ
枚
青
電
話
は
十
枚
ま
で
は
い
り
ま

す。

A
V

豊
後
の
十
円
玉
が
落
ち
ま
す
と
「
ピ

ー
」
と
い
う
音
が
し
ま
ず
か
ら
ま
だ
通

話
が
続
く
よ
う
で
し
た
ら
’γ
円
玉
を
迫

加
し
て
く
だ
さ
い
。

－

市
内
電
話
の
場
合
で
も
レl
円
玉
を
二

枚
以
上
あ
る
い
は
追
加
投
入
す
れ
ば
三

分
以
上
続
け
て
通
話
が
で
き
ま
す
。
従

っ
て
市
内
官
話
が
三
分
で
切
れ
る
三
十

秒
前
に
は
い

っ
て
い
た
従
来
の
打
ち
切

り
予
報
音
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
小

no「

D
S且
τ

形
の
赤
電
話
は
三
分
打
ち
切
り
で
十
円

玉
は

一
枚
し
か
は
い
り
ま
せ
ん
。

日
ご
注
意
H

電
電
公
社
の
電
話
機
に
公
社
が
認
定
し

て
い
な
い
栂
具
を
取
り
付
げ
る
事
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
公
社
が
認
定
し
て
い
な
い
器
具
（

ら
せ
ん
コ
1
ド
ゃ
、
電
話
機
に
取
り
付
け

る
フ
ォ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
な
ど
）
を
販
売
し

て
い
る
業
者
が
出
ま
わ
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
滋
く
だ
さ
い。

な
お
、
ら
せ
ん
コ
ー
ド
は
旬
報
白
話
局

で
五

O
O円
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
宇
奈
月
総
合
テ
レ
ビ
は

「
l
初
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

N
H
K
の
宇
奈
月
総
合
テ
レ
ビ
局
は
、

い
ま
ま
で
4
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
刊
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
両
方
で
放
送
し
て
い
ま
し
た
が
、

4

チ
ャ
ン
ネ
山
げ
の
電
肢
は
九
月
三
十
日
で
停

止
さ
せ
十
月
一
日
か
ら
は
刊
チ
T

ン
ネ
山
げ

だ
け
で
放
送
し
て
い
ま
ず
か
ら
、
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す。

海海
l 上上
ム保保
て安安
二学大
二校 学

航燈水

海 台路

受
付
期
間

昭
和
特
年
問
月
日
日
J
旧

月
引
日

高
岡
市
伏
木
錦
町
H
i
m

伏
木
海
上
保
安
部

民
験
地

金
沢
市

首
験
日

※
第
一

次
試
験
昭
和
四

十
八
年
十
二
月

一
日、

二
日

※

第

一
次
試
験
問
利
四
卜
九
年
二
月
七

日
、
八
日

受
付
場
所
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の
－m－在
日
ア
メ
リ
カ
国
籍
の

ハU

一叫す
混
血
児
の
調
査

昭和48年 10月 10日
月刊（毎月10日発行〉

ア
メ
リ
カ
市
民
権
聾
失

防
止
の
た
め
に

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
以
降

に
米
国
外
で
生
ま
れ
た
米
国
籍
の
子
供
た

ち
は
、
そ
の
市
民
権
留
保
の
た
め
に
、
十

四
才
か
ら
二
十
八
才
の
聞
に
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
内
に
愚
少
限
度
二
年
間
連
続
し
て

住
む
乙
と
を
袈
求
さ
れ
て
お
り
、
も
し
こ

の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
は
、
米
国

籍
を
失
う
と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
。

と
う
し
た
子
供
た
ち
が
、
日
本
全
国
に

い
ま
ど
の
位
い
る
か
不
明
で
、
彼
ら
が
域

か
ら
ず
直
面
す
る
国
鯖
喪
失
と
、
そ
の
精

果
と
し
て
無
国
籍
者
と
な
る
危
険
性
を
知

ら
せ
る
方
法
が
な
い
現
状
で
す
。

日
本
国
際
社
会
事
業
団
で
は
、
と
れ
に

対
す
る
相
談
調
査
の
た
め
地
域
別
に
後
日

全
国
を
ま
わ
り
ま
ず
か
ら
、
該
当
す
る
万

〆

が
あ
れ
ば
至
急
事
業
団
へ
ど
連
絡
く
だ
さ

’v
 

ひさあ

寸
円
】

対
象
者

間
利
幻
年
内
は
月

μ日
以
峰
米
国
外
で
出

生
し
（
片
親
が
米
国
人
で
な
い
〉
米
国

籍
を
有
す
る
者
。

内
容米

国
市
民
権
に
関
す
る
調
査

M
才
か
ら
泊
才
ま
で
の
聞
に
、
米
国
に

2
年
以
上
連
続
し
て
住
ま
な
け
れ
ば
米

国
籍
を
喪
失
し
ま
す
。

相
談
先

日
本
国
際
社
会
事
業
問
〈
I
・
6
S〉

東
京
都
港
区
芝
公
閣
4
の
1
の
3
マ

ソ
＝
ッ
ク
ピ

ル
内
（
一T
一
O
五）

電
話
側
仙

t
（
日
い
け

M
M山

月
曜

t
金
曜
午
前

9
時

l
午
後
5
時

（野議長易会号）第218号

無料法律相談

開設

今
月
の
「
法
の
日
」
週
間
行
事
の

一
端

と
し
て
無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

気
軽
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

十
月
十
六
日
（
火
）
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

朝
日
町
制
祉
セ
ン
タ
ー

裁
判
所
戦
員

法
務
局
駿
員

調
停
委
員

人
権
擁
護
委
員

弁
護
士

相
談
ご
と
コ
刻
問

。
と

き

〈

V

と
こ
ろ

。
相
殴
員

心

配

ご

と

、

各

情

不

満

な
ど
の
相
談
は
、

V
行

政

相

談

一

日
時

毎

月

第

一

火

曜

日

一

午
前
十
時
J
午
後
三
時

一

場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

一

V
人
権
法
律
相
践

日
時

十
月
十
六
日

一

午
後

一
時

t午
後
三

時

一

場

所

朝

日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

…

V
心
配
ご
と
相
践

｝

日

時

毎

週
火
眼
日

一

午
前
十
時

t午
後
三
時

一

朝
日
町
福
祉
セ

ン
タ
ー

一

T
E
L
三

l
O五
七

六

一

場
所

。福祉センター φ

日

朝
日
町
普
意
銀
行

H

今
回
つ
ぎ
の
か
た
か
ら
、
朝
日
町
善
意

銀
行
へ
、
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
、

貴
重
な
善
意
を
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ζ

に
厚
く
お
仙
申
し
あ
げ
ま
す
。

弐
万
八
千
円
也朝

日
町
民
生
委
員
一
同
殿

心
身
陪
窃
者
コ
ロ
ニ

ー

「セ
1
ナ

l
組

」
の
迎
償
資
金
に

参
万
円
也

新

川

信

用

金

庫

殿

創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
地
域
社
会

の
福
祉
の
た
め
に。

朝
日
町
普
意
銀
行
で
は、

八
月
の
お
盆

に
、
町
社
協
及
び
町
老
ク
連
合
会
と
共
同

で
、
管
内
の
寝
た
き
り
老
人
の
か
た
に
、

パ
ス
タ
オ
山
げ
を
贈
っ
て
お
見
舞
を
い
た
し

ま
し
た
む

ま
た
先
般
、
水
島
啓
子
さ
ん
よ
り
預
託

さ
れ
ま
し
た
古
切
手
は
、

日
赤
富
山
県
支

部
を
通
じ
、
ネ
パ
ー
ル
結
核
患
者
救
済
用

と
し
て
役
立
っ
て
お
り
ま
す。

φ赤い羽根共同募金争

l一みなさんの善意をーl

」ーおよせください一一l

今
年
も
ま
た
十
月
一
日
か
ら
会
図
的
に

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

社
会
福
祉
の
充
実
を
よ
り
強
く
叫
ば
れ

て
い
る
今
日
共
同
募
金
は
社
会
福
祉
郁
業

の
発
展
に
は
か
り
し
れ
な
い
力
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

住
民
の
み
な
さ
ん
の
ひ
と
り

一
人
の
ど

理
解
と
善
意
に
よ
っ
て
、
乙
の
運
動
が
立

派
な
成
果
を
あ
げ
る
よ
う
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

。
生
ま
れ
た
人

iv結
ぼ
れ
た
人

－
な
く
な
ら
れ
た
人

（
昭
和
四
十
八
年
九
月
十
五
日
現
在
）
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